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広島大学短期交換留学プログラム 派遣留学報告書 

 
 

  記入日    2017 年 12 月  20 日 

派 遣 プ ロ グ ラ ム ☑HUSA  □USAC  □UMAP 

留 学 先 大 学 ネバダ大学 大学 （国名：アメリカ ） 

所 属 学 部 ・ 学 科 等 名 リベラルアーツ 

在 籍 身 分 交換留学生 J-1 ビザ 

留 学 期 間     2017 年  8 月 18 日～   2017  年  12 月 20 日 

 

１．留学するまで 

留 学 へ の 志 望 動 機 ・ 

派遣先大学を希望した理由 

正直に言うとイギリスに行きたかったがテストの点が足りずにそこへは行けなかったが英

語が学べるという理由でアメリカの大学に変更した。 

留学準備を始めた時期 

（応募する何か月前です

か？） 

応募する８ヶ月前 

事前準備について 

（どのような準備をした

か，しておけばよかったか） 

予防接種の中で受けていなかったものがあってそのままアメリカに行ってしまいアメリカ

で予防接種を受けて日本よりも高い値段で支払ったので日本でしっかり受けておくべきだ

と思った。 

 

2．渡航について 

ビ ザ に つ い て 

 

ビザの種類：J-1 

ビザ申請先：米国大使館 大阪 

提出書類：DS-160,パスポート、面接予約確認書、DS190, SEVIS 証明書 

手続きに要した日数：1 か月 

そ の 他 必 要 な 

事 前 手 続 き 

特になし 

出 国 年 月 日   2017  年  8 月 18 日 

経 路 （ 往 路 ） 福岡—台桃—サンフランシスコ 

現 地 で の 出 迎 え  ☑有（☑大学関係者 ・ その他）    □無 

到着後オリエンテーショ

ンの有無・期間・内容 

 ☑有（期間：1 日  内容： 大学生活について ） 

 □無 

帰 国 年 月 日   2017  年  12 月 21 日 

経 路 （ 復 路 ） サンフランシスコー台桃—福岡 
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3．留学費用について 

支

出

額 

総額 795000 円 

内訳 

渡航費（往復） 140000 円 

ビザ申請手数料 20000 円 

予防接種費用 20000 円 

保険料 60000 円 

教材費（授業料以外の学費） 20000 円 

宿舎費（住居費） 225000 円 

光熱費 0 円 

食費 200000 円 

通信費（インターネット・携帯） 0 円 

交通費（宿舎－大学間） 0 円 

交際費 20000 円 

その他（大学に支払わなければならない費用）

（ショッピング   費） 

（      費） 

7000０ 

20000 

円 

円 
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留学先での住居全般に

関するアドバイス 

ネバダ大学に留学するのであればインターナショナルハウスをお勧めします。 

（２）医療について 

保険の加入先 ☑本学指定の保険  □留学先大学指定の保険  □その他（      ） 

保険の補償内容 補償額 死亡   10000000 円、 入院1 日     円 

その他（            ） 

留学前後での予防接種

の必要の有無 

☑有（種類： MMR or Tdap  回数：  １回  医療機関名： ネバダ大学   ） 

□無 

留学先国の医療事情 

（日本と比較して） 

特に怪我などしていないのでわかりません 

留学先での健康管理，衛

生面について特に注意

すべきこと 

ネバダ州リノは朝昼の寒暖差が西条よりもすごいので厚い服を持って行った方がいいです 

（3）危険を感じた地域，状況，安全管理において注意したこと 

近くで何度か発砲事件があった。夜は一人で出歩かない方が良い。 

（4）食生活についてのアドバイス 

インターナショナルハウスでは自炊できるので好きなものなんでも作れます。外食すると最低10 ドルはかかるので自炊

をお勧めします。(ラーメン20 ドル、ベトナム料理フォー10 ドル、寿司20 ドル ) 

 

（5）気候・服装についてのアドバイス 

 

（6）学内外の施設・設備環境について（インターネット環境含む） 

大学内ではWIFI が使えるので不便なことはないです。ただ街を外れるとインターネットが繋がらなくなることが多々あり

ます。 

（7）現地学生や地域との交流について（どのような，機会・きっかけがありましたか？） 

毎日曜日にインターナショナルハウスでパーティーみたいなものが開かれるのでそこで友達ができます。あとサークルで

Japanese club というものがあってそこでも現地の人と友達になることができると思います。 

（8）習慣やマナーの違いによる対人関係等，注意すべきこと 

朝昼の寒暖差が西条よりもあるので体調管理には気をつけたほうが良い（11 月 朝 -5 度 昼 ２０度） 
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（9）日本から持っていくべきもの，持っていくべきでないもの 

持ってこなくても全て揃うと思いますが薬は持って行っておいたほうが良い。 

（10）その他生活等に関して参考となる情報・アドバイス 

基本的に日本と同じ生活ができると思います。 

6．帰国後の進路について 

卒業予定年月     20 年  3 月  （当初の卒業予定年月      20   年  3 月） 

卒業が遅れる見込みの

場合，その理由 

□４年次に留学したため  □単位不足のため □新卒で卒業するため 

□その他（具体的に                          ） 

現在の状況および今後

の予定・進路等 

そのまま大学を続けます。 

就職活動や留学前の単

位取得，教育実習等に

ついての工夫 

２年生で留学するならばある程度余裕が持って単位修得や就活ができると思います。 

7．留学準備，留学中に役立った書籍，ウェブサイト等 

書籍，サイト名 詳細（出版社，URL 等） コメント 

特になし   

   

   

8．後輩へのメッセージ 
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9．自由記述（1,200 字程度） 

今回の留学で改めて日本の良さを知ることができました。１年前START プログラムでアメリカに行った時に感じた

のはアメリカの良さでした。しかしアメリカで


